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１　はじめに
（１）作短の入試システムの変遷と課題
　作新学院大学女子短期大学部（以下「作短」と略）では、平成22年度入試から指定校推薦を、
平成25年度入試から自己推薦入試を導入して来た。アドミッションポリシー（注１）に従い、
学力に偏らず、幼児教育者の資質を身につけて社会に貢献したいと願う人物を選抜し、幼
児教育・保育の現場に送り出す事が主たる目的である。それ自体は非常に意味のある事で
ある。だが、一方で在学生の学力に差が生じて来ている。平成25年９月に作短のFDSD委
員会が実施した「教員が感じる学生の基礎学力に関する調査」の中でも「よくできる学生
とそうでない学生との差が広がったように感じます。」「数学的な能力が特に不足している
と感じます。」「教科に限定することは難しいのですが、一般常識、社会的関心などの理解
を深める必要があると考えます。」等の意見が出された。もちろん、これは作短に限った
事ではなく全国の大学・短大において起っている事は周知の通りである。単純に作短の学
生の学力低下ではなく、全国の大学・短大において学生の学力が低下しているのだと考え
なければならない事なのである。そのような状況の中で全国の大学・短大は、その課題を
放置する事なく、各校の教育目標の実現のために様々な改善・改革に取り組まなければな
らないはずである。作短のFDSD委員会では、平成25年度のテーマとして「教養科目の改善・
改革」を設けて３回の勉強会を実施している。就職率100%の実績（ほとんどの学生が栃
木県内に就職している。）を積み上げている作短が、栃木県の幼児教育・保育の質の保証
に対する責任の一端を担っている事は、紛れもない事実である。学生の学力の向上に取り
組む事は、作短の社会的責任を果たす事にもつながっているのである。
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（２）作短の教育目標
　作短の教育目標は、以下の通りである。
１．常に時代の要請に即応するよき幼児教育者を育成する。
①幼児教育者としての資質を育成する。
②幼児を理解し、総合的に幼児を指導する力を育成する。
③具体的に保育を構成する力、実践力を育成する。
④個性豊かな幼児教育者を育成する。
⑤協働性を備えた幼児教育者を育成する。
２．教養教育、専門教育、実務教育の三位一体のバランスのとれた教育を行う。
　作短は、豊かな教養、深い専門的な知識、実践的な技能を身につけて社会に貢献で
きる人材を育成するために、教養教育、専門教育、実務教育のバランスのとれたカリ
キュラムを編成して教育を実践している。
　特に「三位一体のバランスのとれた教育」「豊かな教養」は、「よき幼児教育者」を構成
する重要な要素なのである。
（３）「教養」について考える
①「教養」という語に対する理解
　東京大学大学院教育学研究科教授の斉藤兆史氏が、著書『教養の力　東大駒場で学ぶこ
と』の中で「教養」という語の認識について以下のように述べている。
「あの人はなかなか教養がある」「さすがに教養がある人は違う」などという言い方を
する。「教養」の部分を「学」の文字に変えても文としては同じように成立するが、「教
養がある」ことと「学がある」ことはけっして同じではない。両者のイメージの違いは、
隠喩や連語関係からも見てとれる。「教養」が「高まる」ものとして認識されるのに対し、
「学」は「深まる」ものとして認識される傾向にある。」（同書14ページ）
　このような考え方を基に斉藤氏は、教養には三つの側面があると述べている。第一に
は、「学問」や「知識」としての側面（教え授けられるものとしての「教養」）。第二には、
自ら何かを「身につける」「修得する」という側面（「インストール」の段階）。第三には、
学問や知識を身につけることによって備わる「心の豊かさ」「理解力」、あるいは人間的「品
格」という側面。（同書34－35ページ）を挙げている。
　このような「教養」に対する理解の他、我々の日常生活語彙の中でイメージする「教養」
では、教員採用試験の「一般教養」や就職試験の「一般常識」のようなものを挙げること
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ができる。こちらは、基本的に高等学校で学ぶ5教科目（国語・数学・理科・社会・外国語）
が中心となるもので、「学力」のイメージが強い。
②現代のビジネスパーソンが求める「教養」
　2013年８月発行の日経BPムックの『日経ビジネス　アソシエ　―ビジネスパーソンの
ための教養大全―』では、2012年に会社員・役員・経営者1037人を対象にアンケートを
行っている。その中で「あなたご自身は、ビジネスパーソンに必要な〝教養″を身につけ
ていると思いますか。」と質問したところ、「全く思わない」が5.1％、「あまり思わない」
が25.2%、「どちらとも言えない」が40.8％、「まあまあ思う」が26.7％、「十分に身につけ
ていると思う」が2.2％であった。『アソシエ』は、この結果について『「自分に教養があ
るのかよく分からない」。そんな戸惑いがうかがえる。』と分析している。（同書６ページ）
　それでは、ビジネスパーソンが、今学びたいと考える「教養」とはどのようなものだろ
うか。『アソシエ』では、前述のアンケートの中で100分野の候補を用意し、「ビジネスパー
ソンとして身につけるべき」と思う分野を尋ねた。その結果３つの特徴が読み取れたという。
第１に、実学志向。激しい競争の中、現代のビジネスパーソンには「高尚だが、何に
役立つか分からない学問」にエネルギーを使う余裕はない。「経済学」「経営学」「英語」
など、仕事に直結する実践的な分野のニーズが高い。
第２に、日本人らしさの再認識。グローバル化が盛んに叫ばれる中、自国のことを語
れないのは恥ずかしい。日本人としての自分の強みを確認したい。「日本史」と「日
本文化」がベスト３に入った背景には、そんな意識がありそうだ。
第３は、どんな分野も、ざっくりと大づかみに理解したい欲求。　　（同書６ページ）
　ここで述べられている「実学」「日本」「大づかみ（つまり「概論」）」の３つの要素は、
高等教育機関における「教養教育」の一つのニーズだと考えられる。
③「教養教育」に対する考え方
　高等教育機関のおける「教養教育プログラム」を考える時、２種類の考え方ができる。
　一つは、高校を卒業して（あるいは高校卒業程度の学力を身につけて）入学して来た学
生に対して、どのような知識をインストールするべきかという入口から「教養教育プログ
ラム」の内容を考える方法である。
　今一つは、学生が、将来社会人として生活して行く時、どのような知識が必要になり、
それを在学期間中にどのようにインストールすべきか。という出口から「教養教育プログ
ラム」の内容を考える方法である。
　どちらを選択するかは、大学・短大それぞれの事情によって異なるもので、拙速に結論
を出せる問題ではない。
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２　高等教育機関における教養教育
（１）高等教育機関における教養教育の流れ
　「教養」と「教育」をキーワードにその歴史的に遡ると明治期の旧制高等学校に行きつく。
『教養主義の没落　変わりゆくエリート学生文化』の著者の竹内洋氏は、明治時代後期か
ら大正にかけての旧制高等学校を舞台とした「教養」成立とその定着の過程について、以
下のようにまとめている。
旧制高校のキャンパス文化が（中略）東洋豪傑風の中で、内省的教養主義の芽を持つ
ようになったのは、一九世紀末から二〇世紀はじめである。このころ旧制高校教師
も古武士タイプの教師から土井晩翠（一八七一～一九五二）や高山樗牛（一八七一
～一九〇二）、西田幾多郎（一八七〇～一九四五）、厨川白村（一八八〇～一九二三）、
桑木厳翼（一八七四～一九四六）などに代表される新しいタイプの教師に替わった。
第五高等学校教授（一八九六～一九〇三）だった夏目漱石もこの新しい教師群のひと
りだった。明治四〇年代になるとこの傾向は顕著になる。第一高等学校の校長に新渡
戸稲造（一八六二～一九三三）が赴任することによって、旧制高校における教養文化
は輪郭をもつようになった。
ここで教養主義というのは、哲学・歴史・文学など人文学の読書を中心とした人格の
完成を目指す態度である。（中略）『三太郎日記』や『善の研究』が刊行されることに
よって、旧制高等学校を主な舞台に、教養主義は大正教養主義として定着する。（同
書39－40ページ）
　このような「人格の完成を目指す」教養の在り方は、戦後の新制大学にも受け継がれて
行った。しかし、旧制高等学校では３年であった教養の課程が新制大学では２年となった。
ここに戦後の新制大学が目指した専門教育重視の志向がうかがわれる。
　やがて教養課程及び教養科目は、学生の間では「パンキョウ」（一般教養の略語）と呼
ばれるようになった。教養教育がめざした「人格の完成」というコンセプトが授業を通し
て学生に伝わる事は稀であった。学生の多くが卒業のために必要な単位という受け止め方
をしていた。中には、一般教養の授業内容を高校で学習した内容の重複と感じる学生もい
たようである。一方、大学の教員の中にも教養科目は専門科目を学ぶ準備段階の学習プロ
グラムと捉える人が多かった。
（２）大学設置基準の大綱化と教養解体
　平成３年（1991）に、大学審議会の答申を受けて大学の設置基準が大網化された。124
単位の卒業単位を満たしていれば、カリキュラムの編成は大学の裁量に任されるように
なったのである。この平成３年という時期は、日本の18歳人口が翌年の平成４年ピーク（約
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205万人）に減少に転じる時期であった。それは、ある意味で日本の教養教育にとって不
運な事だった。実際、平成４年（1992）の10年後の平成14年には日本の18歳人口は約150
万人にまで減少したのである。この時期に国立大学では教養解体と呼ばれる改革が進め
られ、私立大学においても教養教育（一般教養）に関するカリキュラム改革が進められた。
当時の大学の中には、学生にできるだけ早く高度な専門教育を行うべきという空気が満ち、
学生自身も早期の専門科目の履修を求める傾向が強かった。ただ、この時期の大学（教員
も学生も）が忘れていた事は、「出口」。つまり卒業後の就職先の事であった。
　昭和63年（1988）から平成４年（1992）まで1.0倍以上であった有効求人倍率が、深刻
な不況によって平成４年（1993）から1.0を下回ったのである。以後10年以上にわたって
続く大卒者の就職難の時代が始まった。それは「氷河期」にたとえられるほど厳しいもの
だった。
　早期に専門教育を受け、スペシャリストとして活躍するはずの学生が、必ずしも自分の
専門を生かした職種に就職ができないという現象が起きた。また不況により企業の人材育
成のパワーが低下し、人事においては中途採用を含む即戦力重視の採用が広がったのであ
る。
　難関をかいくぐって就職した学生も、与えられた仕事への適合が図れず、退職して行く
という問題も生じた。当時の管理職が、新人の退職理由（「仕事が自分に合っていない。」等）
に首を傾げたというエピソードは枚挙に暇が無い。
　1990～2000年代、大学は18歳人口の減少に対応して、学部教育の差別化・魅力化・専門
強化に積極的に取り組んだ。そこには、大学で学んだ専門知識を生かして実社会で活躍す
る卒業生像があったのだろう。しかし現実は、大学が期待するようにならなかった。20代
の若者のヒューマンスキルとして「専門性が高い」という事は、「ツブしが効かない」の
と表裏一体だったのである。少なくとも、そう判断せざるを得ない状況に現在の高等教育
機関は置かれているのである。
　『大学の淘汰が始まった！』の著者の平山一城氏は、いわゆる教養解体・教養改革につ
いて以下のように評している。
1990年代、大学から「教養」の名のつく学部が次々と姿を消した。91年の大綱化を受
けたものだが、その結果として、戦前の旧制高校に代表されるような古典的な教養主
義は日本各地で壊滅状態に陥る。（中略）教養教育が解体されることで、「社会に出て
役に立つ学生をつくる」という専門的知識重視、すべてが相対化された「何でもあり」
の実利主義の教育主流になってしまったのだろう。（中略）これが、この20年近くの
大学を覆っていた暗雲だった。　　（同書176－179ページ）
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（３）これからの教養教育
　このように高等教育における教養の位置づけ、あるいは教養教育のあり方は、専門教育
の影に追いやられ1990年代に大きな変化を遂げた。しかし、過度に専門重視したカリキュ
ラムのあり方は、不況・就職難・仕事を辞めてしまう若者の問題が堆積する中で、当初の
予想は裏切られたのである。そして当然の事ながら専門重視・教養軽視の流れにも変化が
起きた。それは、21世紀が幕を開けた時期であった。出口において社会と深く関わる大学
にとっては当然の選択であったのかも知れない。
　平成21年（2009）東京女子大学が「現代教養学部」を開設した。「リベラル・アーツ」や「初
年次教育」の取組みが話題になって来たのも、この頃である。
　単純に考えれば、2010年代は、高等教育における教養復権の時代と位置付ける事ができ
る。もっとも、教養教育の復権は、必ずしも古典の復権ではない。前述の旧制高校に源流
を持つ「教養主義」とは異なるという事である。それは、「数年後（つまり卒業後）に社
会人として生活して行くための力の育成」と言うべきものである。
　作短においても、このような時代の流れの中で（また、時代の流れや教養教育の歴史を
理解した上で）、これからの教養教育について考えて行かなければならないのである。（注２）
３　作短のFDSD勉強会での取り組み
（１）平成25年度FDSD勉強会のメインテーマ
　平成25年度、作短のＦＤＳＤ委員会では、「短大の教養教育を考える」をテーマに定めた。
その一環としてＦＤＳＤ勉強会でのリレー発表会を実施した。その概要は、以下に示す通
りである。
　いささか研究発表会としては簡便な印象を与えるかもしれないが、これは単純な研究発
表会では無い。この発表会の真の目的は、幼児教育科全教員の「教育研究コンセプト」あ
るいは「教育研究ブランド」を明確化・共有化にある。幼児教育科の教員は、様々な研究
教育のバックグラウンドを持っている。そのような組織において、これは極めて有効な方
法なのである
・２回の勉強会で、全教員が５分間の発表を１回行う。
・発表内容は、「研究の主たる対象の紹介」「これまで行って来た研究の紹介」「授業
の教材研究」「授業の指導法の改善についての研究」等。これらを、いくつか組み
合わせての発表も可とする。
・発表に当たっては、専門の異なるメンバーが聞く事を十分に意識して、平易な表現
に努める。
・発表に当たっては、発表テーマを入れたＡ４版１枚の発表資料を作成する。
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　『小さな会社のブランド戦略　「生き方」と「働き方」が一致するビジネスモデル』の著
者の村尾隆介氏は魅力的なブランドを創出するために大切な事を次のようにまとめている。
小さな会社のブランド戦略は、その過程で、会社やお店を〝わかりやすい化″してい
きます。それには、ときに「付け足し」ではなく「削ぎ落とし」の作業が求められます。
〝わかりやすい会社″の基準は「自分たちが何者であるか」「これがどんな商品なのか」
を60秒以内で伝えることができるか否かです。60秒以内で伝えられなければ、「その
会社や商品は広がっていかない」と考えて、ほぼ間違いありません。
エレベーターが目的のフロアに到着する前に、事業内容をわかりやすく説明できます
か。（同書118－119ページ）
　短大の授業は、突き詰めれば「教員」一人で行うものである。授業を魅力的なものにし
て行くためには、個々の教員が教育や教育の母体となる研究を村尾氏の言う「わかりやす
い化」する事が必要だったのである。さすがに60秒でベテラン教員では数十年にわたる教
育研究の内容を説明する事は難しいため、本発表会では５分という発表時間を設定したの
である。
（２）リレー発表会の実施
　リレー発表会は、第１回を５月29日（水）に、第２回を10月２日（水）に実施した。そ
の内容は以下の通りである。（注３）
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                       石原栄子 
これまで行ってきた主な研究 
≪子育て文化に関する内容≫ 
（江戸期から現代までに出版された育児書の記述に関する文献研究） 
・育児書の指導記述からみた乳幼児の運びの問題 
・外気浴・日光浴に関する育児書の指導記述の変遷 
・多様な親子関係に関する育児書の指導記述の変遷 
・父親に関する育児書の指導記述の変遷(第 1 報)、(第 2 報) 
・我が国の育児書におけるふたご(多胎児)に関する指導記述の変遷 
・わが国において近年発行された多胎児専門の育児書について 
・委託育児に関する育児書の指導記述の変遷(第 1 報)－私的委託対象について－ 
・委託育児に関する育児書の指導記述の変遷(第 2 報)－社会的委託施策について－ 
≪保育の現状に関する内容≫ 
（保育所・幼稚園・認可外保育施設・子育て関連施設に関する訪問・聞き取り調査研究） 
・幼稚園・保育所の合同保育について－栃木県内の運営実態－ 
・保育サポーターの役割と課題(1)－少子・高齢社会における子育てネットワーキングに視
点から－ 
・保育サポーターの役割と課題(2) －サポーターの子育て支援意欲と活動実態－ 
・保育サポーターの役割と課題(3)－栃木県ファミリー・サポート・センターの運営につい
て－ 
・多様な保育サービスに関する幼児の親の受け止め方 
・栃木県における事業所内保育施設の運営にみる課題(Ⅰ)－平成 7～9 年度事業所内保育施
設とその他の保育施設における推移－ 
・栃木県における事業所内保育施設の運営にみる課題(Ⅱ)－個別訪問による実態調査－ 
・宇都宮市における家庭保育所の実態に関する研究 
・過疎地域における保育所設置に関する研究(Ⅰ)－子どもの生活環境の実態と課題－ 
・過疎地域における保育所設置に関する研究(Ⅱ)－小規模保育所の運営にみる課題－ 
・過疎地域における保育所設置に関する研究(Ⅲ)－栃木県へき地保育所の運営にみる課題－ 
≪子育て支援・その他≫ 
（地域子育て支援者に対する聞き取り調査、父親・男子中・高生の保育体験調査研究） 
・父子手帳 
・中学校・高等学校における保育体験に関する取り組み状況 
・子育て支援活動ネットワーキング－地域における子育て支援活動の実態分析－ 
・多様な地域の子育ての力 
１　石原　栄子
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高等教育機関における教養教育の構想
２０１３．１０．２         
 ２年次「グループによる体育あそび実践的指導」 
小野口 睦子 
 
実践的指導の意義 
  １年次の基本的動きの習得を基に、２年次では学生自身の体育あそびの指導力を向上する 
ことを目指し、授業の中で学生が学生を指導する。 
  グループで計画を立て人前に立ち、声出しを実践することで他学生の指導の仕方や声の出し 
方（大きさや早さ等）、表情等が刺激や反省になり、回を重ねるごとにうまくなっていく。 
  教員としては要所にアドバイスをし、気づきを与えることで学生の子どもへの動きへの適切 
なことばかけや対応の大切さを身をもって理解するように導いていく。 
 
実践内容 
〇体操（他人の動きを注意して見る＝自分の動きを見直すきっかけにもなる） 
  ・野菜レンジャー 
   子どもたちの前で見本を示す時の注意事項や部分指導から全体指導へ 
〇マット運動（用具の準備と安全確認） 
  ・前転（見本を示す時の注意、導入の仕方） 
  ・前転補助（手の添え方、足の位置、まわすタイミング） 
  ・後転（手のつき方の注意、導入の仕方） 
  ・後転（手の支え方、立ち位置、引き上げのタイミング） 
〇跳び箱（見本での注意点） 
  ・導入の仕方（開脚、カエル、手のつき方の注意） 
  ・手の位置（手の差し出しタイミング、移動のタイミング、ことばかけ） 
〇表現運動（リズム感、注意力、脚力をつける） 
  ・競争 
〇ボールあそび（調整力、巧緻性をつける） 
  ・ゲーム 
〇リングあそび（調整力、巧緻性をつける） 
  ・リングの特性、あつかい方 
  ・ゲーム 
〇鬼ごっこ（敏捷性を高め、持久力をつける ルールの理解） 
  ・ルールの説明、声かけのタイミング 
  ・一人鬼、複数鬼 
〇伝承あそび（仲間意識、リズム感を高める） 
  ・歌あそび 
〇なわあそび（リズム感、持久力を高める） 
  ・短縄、大縄、歌とび 
 
  
３　小野口睦子
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環
境
教
育
や
自
然
体
験
活
動
に
関
心
の
あ
る
方
な
ど
が
集
う
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
分
野
・
年
齢
・
経
験
を
も
超
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
、
情
報
交
換
や
交
流
が
で
き
る
貴
重
な
チ
ャ
ン
ス
。
経
験
が
な
い
方
も
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 
■
主
催
    
 環
境
教
育
関
東
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
実
行
委
員
会
（
実
行
委
員
長
 
青
木
章
彦
）
 
■
共
催
    
 (公
社
)日
本
環
境
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
 
   
   
   
   
  N
PO
法
人
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
セ
ン
タ
ー
 
■
後
援
    
 栃
木
市
、
栃
木
市
教
育
委
員
会
 
■
協
力
   
  平
成
理
研
(株
)、
栃
木
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
 
■
お
問
い
合
わ
せ
先
 
    
   
   
   
 環
境
教
育
関
東
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
実
行
委
員
会
 
事
務
局
 
   
   
   
   
  〒
32
9-
44
05
   栃
木
県
栃
木
市
大
平
町
西
山
田
85
7 
   
   
   
   
  T
el：
08
0-
50
90
-8
87
1（
渡
辺
）
    
 F
ax
：
05
0-
37
37
-9
72
7 
   
   
   
   
  E
-m
ail
：
ee
m
tg
@f
or
es
fe
el.
co
.jp
 
   
   
   
   
  U
RL
：
ht
tp
://
go
-a
nd
-jo
y.c
om
/k
an
to
m
tg
/ 
環境
教育
 ミーテ
ィン
グ
～
渡
良
瀬
遊
水
地
か
ら
未
来
へ
つ
な
ぐ
環
境
教
育
～
 
 20
13
年
 1
2月
7日
(土
)～
8日
(日
) 
栃
木
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
（
栃
木
市
万
町
6-
11
）
 
関
東
 
集
い
 語
ろ
う
 人
と
自
然
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 
み
ん
な
で
創
ろ
う
 地
域
の
“
W
A”
 
20
13
 
渡
良
瀬
遊
水
地
は
チ
ュ
ウ
ヒ
の
国
内
有
数
の
越
冬
地
 
広
大
な
ヨ
シ
原
で
の
ヨ
シ
焼
き
 
在
来
種
を
守
る
た
め
外
来
植
物
を
駆
除
 
４　青木　章彦
■
内
容
 
●
12
月
7日
(土
) 
 
渡
良
瀬
遊
水
地
と
谷
中
村
史
跡
を
こ
の
目
で
見
よ
う
！
    
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
  オ
プ
シ
ョ
ン
①
 
希
望
者
の
み
（
要
申
込
）
、
定
員
 な
し
、
参
加
費
 無
料
    
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
  【
 9
:0
0～
】
 
 
受
付
開
始
    
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
 【
12
:3
0～
】
 
全
体
会
（
鼎
談
）
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
  【
13
:3
0～
】
 
渡
良
瀬
遊
水
地
か
ら
未
来
へ
つ
な
ぐ
環
境
教
育
 
呉
地
正
行
   
   
  （
NP
O法
人
蕪
栗
ぬ
ま
っ
こ
く
ら
ぶ
 
理
事
長
）
 
高
松
健
比
古
   
  （
日
本
野
鳥
の
会
栃
木
 
代
表
）
 
青
木
章
彦
   
   
  （
わ
た
ら
せ
未
来
基
金
 
代
表
世
話
人
）
 
分
科
会
Ａ
    
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
 【
15
:3
0～
】
 
①
 渡
良
瀬
遊
水
地
と
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
    
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
  青
木
章
彦
 
②
 公
害
問
題
の
原
点
と
し
て
の
渡
良
瀬
遊
水
地
    
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
  猿
山
弘
子
 
③
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
と
「
道
の
駅
」
が
里
山
を
守
る
？
！
    
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
遠
藤
孝
一
  
④
 タ
イ
ニ
ー
ラ
イ
ト
・
ナ
ノ
発
電
所
体
験
・
創
造
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
   
   
   
   
   
   
   
   
上
岡
 
裕
 
⑤
 ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
体
験
（
木
と
触
れ
合
う
）
    
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
  柴
山
利
幸
 
⑥
 荒
廃
し
た
里
山
の
再
生
と
そ
の
活
用
に
つ
い
て
    
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
  長
谷
川
真
也
 
⑦
 ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
駆
除
を
通
じ
た
大
学
と
地
域
の
連
携
    
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
  平
井
純
子
 
⑧
 人
と
野
生
動
物
を
つ
な
ぐ
ひ
と
～
野
生
動
物
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
と
は
   
   
   
   
   
   
井
上
優
子
 
⑨
 初
心
者
大
歓
迎
!! 環
境
教
育
基
本
の
き
!! 体
験
か
ら
の
学
び
    
   
   
   
   
   
   
   
   
   
齋
藤
剛
郎
、
五
十
嵐
悟
 
※
 分
科
会
の
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
  【
19
:0
0～
】
 
 
所
属
団
体
等
の
活
動
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
！
（
要
申
込
、
先
着
20
区
画
）
 
・
展
示
ス
ペ
ー
ス
：
長
机
（
幅
90
cm
）
＋
 展
示
ボ
ー
ド
（
幅
90
×
高
90
cm
）
 
・
実
施
時
間
：
常
時
展
示
い
た
だ
き
、
19
時
か
ら
の
30
分
間
は
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。
 
 
交
流
会
    
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
 【
19
:3
0～
】
 
●
12
月
8日
(日
) 
分
科
会
Ｂ
    
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
 
【
 9
:3
0～
】
 
⑩
 わ
た
ら
せ
未
来
基
金
の
取
り
組
み
    
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
  内
田
孝
男
 
⑪
 和
綿
が
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
    
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
  町
田
佳
子
、
大
波
龍
郷
 
⑫
 韓
国
・
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
「
牛
浦
沼
」
の
現
状
    
   
   
   
   
   
   
   
   
   
  李
在
永
 
⑬
 草
原
を
活
用
す
る
こ
と
で
甦
る
地
域
の
魅
力
 
～
草
の
ち
か
ら
と
人
の
ち
か
ら
～
    
   
増
井
太
樹
 
⑭
 栃
木
県
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
    
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
  増
渕
弘
子
 
⑮
 世
界
と
日
本
を
つ
な
ぐ
自
転
車
旅
 
～
世
界
一
周
～
    
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
  遠
藤
隼
 
⑯
 生
き
物
に
聞
く
生
物
多
様
性
 
環
境
再
生
で
メ
シ
を
食
う
    
   
   
   
   
   
   
   
   
   
  吉
田
寛
 
⑰
 環
境
教
育
で
の
地
域
の
お
宝
に
つ
い
て
語
り
合
お
う
！
    
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
  森
田
孝
道
 
⑱
 水
源
の
森
は
地
域
に
な
に
が
で
き
る
？
    
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
  遠
山
あ
づ
さ
 
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
    
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
 【
12
:3
0～
】
 
解
散
    
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
  【
14
:0
0 
】
 
 
渡
良
瀬
遊
水
地
で
チ
ュ
ウ
ヒ
の
ね
ぐ
ら
入
り
と
飛
び
立
ち
を
見
よ
う
！
    
   
   
   
   
   
   
   
   
   
  オ
プ
シ
ョ
ン
②
 
 
8日
(日
)ね
ぐ
ら
入
り
観
察
、
栃
木
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
泊
、
9日
(月
)ね
ぐ
ら
か
ら
の
飛
び
立
ち
観
察
、
10
:0
0解
散
 
希
望
者
の
み
（
要
申
込
、
先
着
10
名
）
、
参
加
費
 1
0,
00
0円
（
1泊
2食
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
費
込
み
）
 
 福
島
見
聞
ツ
ア
ー
（
地
震
と
津
波
と
原
発
被
害
の
場
を
訪
ね
て
）
    
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
  オ
プ
シ
ョ
ン
③
 
 
8日
(日
)福
島
市
内
泊
、
9日
(月
)除
染
活
動
の
実
態
と
帰
宅
制
限
区
域
の
現
状
を
見
聞
、
JR
福
島
駅
17
時
解
散
（
予
定
）
 
希
望
者
の
み
（
要
申
込
、
分
科
会
⑫
申
込
者
を
優
先
し
10
名
）
、
参
加
費
 2
0,
00
0円
（
1泊
2食
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
費
込
み
）
 
 ■
対
象
    
   
  学
生
、
個
人
、
行
政
、
企
業
、
教
育
機
関
、
NP
Oな
ど
環
境
教
育
に
興
味
、
関
心
の
あ
る
す
べ
て
の
方
 
■
定
員
    
   
  1
10
名
（
先
着
）
 
■
参
加
費
    
  1
6,
00
0円
   
※
 学
生
参
加
者
の
う
ち
希
望
者
先
着
30
名
に
は
、
奨
学
金
と
し
て
3,
00
0円
分
を
助
成
し
ま
す
。
 
    
   
   
   
   
   
   
  
    
   
   
   
   
   
   
  
※
 1
0月
13
日
(日
)ま
で
の
申
し
込
み
は
、
2,
00
0円
の
早
期
割
引
を
し
ま
す
。
（
学
生
を
除
く
）
 
■
申
込
方
法
   
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
 
・
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
参
加
申
込
フ
ォ
ー
ム
」
か
ら
入
力
 
・
「
参
加
申
込
書
」
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
事
務
局
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
郵
送
 
※
 Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、
郵
送
先
は
、
本
紙
表
面
の
「
お
問
い
合
わ
せ
先
」
参
照
 
申
し
込
み
と
同
時
に
、
顔
写
真
を
メ
ー
ル
（
ee
m
tg
@f
or
es
fe
el.
co
.jp
宛
）
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
 
※
 配
布
名
簿
に
は
、
名
簿
と
顔
が
一
致
す
る
よ
う
に
顔
写
真
を
掲
載
し
ま
す
。
今
後
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
た
め
に
有
効
で
す
。
 
■
申
込
期
間
   
9月
1日
(日
)～
10
月
31
日
(木
)（
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。
）
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高等教育機関における教養教育の構想
FDSD 勉強会 幼児教育科リレー発表会 資料 
久野 
初年次教育における大学図書館の学習支援方法の研究（共同研究） 
（「平成２５年度教育研究開発改善経費」研究 申請責任者 小黒浩司（人間文化学部）） 
 
１ 研究の背景、目的 
「大学図書館の整備について（審議のまとめ）」文科省科学技術学術審議会・学術情報基盤作業部会, 2010年12月 
・大学の教育研究にとって不可欠な中核を成す総合的な機能を担う機関の一つ 
・利用者の情報リテラシー能力の向上への積極的関与 
・学習支援及び教育活動への直接の関与 
 
「大学図書館における先進的な取り組みの実践例：大学の学習・教育・研究活動の質的充実と向上のために」文科
省研究振興局情報課,2011年12月 
・学習支援 
ラーニング・コモンズの事例（名古屋大学、大阪大学、上智大学、東京女子大学、立教大学、国際基督教大学） 
 
大学図書館の学習支援の方策を検討 
入学者の学力低下が指摘され、初年次教育の充実が求められる中、初年次教育に対する支援策を中心 
 
２ ラーニング・コモンズ 
・学生が協働的に学習・議論を進めていく「場」としての図書館 
・図書館の多様な情報資源の新たな活用 
・「居場所」（滞在型）としての図書館 
 
参考（公立図書館） 
・武雄市図書館（佐賀県）20万冊、人口5万 
2013年4月1日 リニューアルオープン 
指定管理 株式会社カルチュア･コンビニエンス･クラブ（CCC） 
雑誌・書籍販売コーナー、DVD, CDレンタルコーナ  ー
スターバックス出店 
利用カード（Tカードタイプ）自動貸出機利用で1日1回3ポイント付与 
司書 → コンシェルジュ 
休館日なし、開館時間延長 
図書館法第17条 公立図書館無料原則 → スターバックスなど有料部分は図書館法の枠外 
 
３ 学生の意見 
従来の図書館空間とリラックスできる場所の共存 
足湯、アロマ（芳香）、BGM、すわり心地の良い椅子・ソファー、マッサージ機、横になって読めるスペー
ス、テラス（屋外）での閲覧、飲食、マンガ 
司書に相談しやすい環境 
グループ利用スペース、シアタ  ー
キャレル（個人用閲覧室） 
開館時間延長（自習スペースだけでも） 
貸出用袋 
イベント、企画展（学生作品） 
 
４ 今後の展開 
第１ゼミ室 50インチ液晶モニター（移動可）、ノートPC 
図書館スペースの有効活用 
５　久野　高志
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  「仮名書き絵入り往生要集」の書誌学的研究から受容史的研究への展開 
平成 25 年 5 月 29 日 
西田直樹 
 ①源流にある『往生要集』について 
   日本人の地獄観の形成に最も影響を与えた書物が『往生要集』である事に異論を唱える研究者は、ほとんどい
ない。平安時代後期（985 年）に天台宗の学僧である源信によって書かれた『往生要集』（全 10 章）の冒頭「大文
第一 厭離穢土」の章に書かれた８つの熱地獄（等活地獄から阿鼻地獄）の様子は、その後『平家物語』や『北
野天神縁起絵巻』など、文学や美術で描かれた「地獄」に多大な影響を与えて来たからである。 
 
 ②「仮名書き絵入り往生要集」について 
   「仮名書き絵入り往生要集」とは、漢文で書か
れた『往生要集』の第１章と第２章の本文を「漢
字仮名交じり文」に書き下して、「挿絵」を加えた
絵巻と絵本の総称である。主に僧侶以外の人々に
仏教（特に阿弥陀信仰）を広める事を目的に作ら
れたと考えられる。江戸時代には、この「仮名書
き絵入り往生要集」が少なくとも 10 種類制作され
ている。 
 
 ③「仮名書き絵入り往生要集」の学界における位置づけ 
   「仮名書き絵入り往生要集」が、その読みやすさから社会に強い影響を与えた事は指摘されていたが、思想史
研究の分野では、価値の低い史料と位置付けられていた。その理由は、次のようなものである。『往生要集』は平
安時代後期（985 年）に天台宗の学僧源信が書いた仏教の理論書である。したがって『往生要集』の研究は、平安
時代の思想研究として行われなければならない。その意味で、江戸時代に作られた「仮名書き絵入り往生要集」
は、源信の思想を正しく伝えるものではなく、史料としての価値は低い。 
   「仮名書き絵入り往生要集」は、江戸時代以降の日本人の地獄観に与えた影響が大きい事は知られていたが、
学界においてその全容は解明されないまま、ほぼ放置状態にあったのである。 
 
 ④基礎的研究からスタートした私の「仮名書き絵入り往生要集」研究 
   1980 年代末の学界では「仮名書き絵入り往生要集」の書誌学的な研究（出版史の解明）も十分に行われていな
かった。そこで私は、まず「仮名書き絵入り往生要集」の出版史の全容を解明したいと考え、諸本の調査・収集
を行い、2001 年にその成果を『「仮名書き絵入り往生要集」の成立と展開 研究篇 資料篇』（和泉書院刊）にま
とめた。 
 
 ⑤現在の研究と今後の展開 
   現在、私は江戸時代後期に出版された「仮名書き絵入り往生要集」の挿絵の分析を中心に研究を行っている。
本文と挿絵を細かく対応させる事によって、当時の日本人が「仮名書き絵入り往生要集」の文章の記述からどの
ような具体的な情景をイメージしたのかを明らかにする研究に取り組んでいる。 
 本学就職後、研究の歩みが遅くはなったが、最終的には近世民衆の地獄観念の形成過程を裏付ける史料として
「仮名書き絵入り往生要集」諸本の挿絵の分析の成果をまとめ上げたいと考えている。また、今後は対象とする
時代を少し広げ、明治以降の児童文学作品の地獄描写や善悪観念についての調査研究も始めたいと考えている。 
↑ 1843 年刊行『和字絵入 往生要集』「等喚受苦処」 
６　西田　直樹
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     『心理臨床と試行錯誤論』 
               作新学院大学女子短期大学部 牧 裕夫 
 
１．サイコドラマでの治療論（研究・実践の土台として）
  サイコドラマ：J.L.Moreno(1889-1974)が創始した演劇的手法を用いた集団精神療法 
  (1) 代表的な心理療法の中での試行錯誤の位置づけ 
   ●行動療法：試行錯誤の頻度を減少させ段階的に目的行動を実現する。（→試行錯誤は少
ない方が，出来ればない方がよい←一般的見解であるのでは・・・） 
   ●精神分析：心の深層に抑圧しているエピソードを意識化する為に，そこでの抑圧を除々
に取り除く。（→徐々に取り除くという試行錯誤そのものに治療的効果はない） 
   ★サイコドラマ：演劇的手法による試行錯誤体験から常に新しい可能性を探る。（→試行
錯誤を維持，継続することでより創造的で健康的な適応を実現しえる） 
  (2) サイコドラマの今日的な治療観（状況論的な視点）     
   適応的な行動や関係性を実現する過程で試行錯誤は必要条件であり，高度な適応状態と 
は試行錯誤から環境を自らの身体の一部として体験できることである。 
       例１）高度な適応状態を実現している赤羽先生は絶えざる試行錯誤から絵筆（と徳利）を
身体の一部としている。西田先生からすれば地獄を如何に自身の身体の一部としてい
くかに芸術家の成長があるとなる。 
例２）現ヤンキースのイチローはバットスイングでの絶えざる試行錯誤を維持，継続 
する中でバットを自身の身体の一部のように体験，高度な技術を実現している。 
例３）大学生活に適応できるということは，大学生活での試行錯誤を繰り返すことから 
物理的・人的環境が自身の身体の一部として感じられるようになることである。 
高度な適応の為には失敗も不可欠である。 
 
２．遊びとしてのプレイセラピー（サイコドラマ治療観の展開として）
  遊び：そのものが楽しさであり，そこには試行錯誤＋チャレンジが内包されている。遊びの
内容を解釈する以前に試行錯誤そのものに治療的意味があるのではないか。 
  事例１ 不登校 小学校２～６年 
   オセロ，将棋等では勝手にルールを変え，またゲームボードをひっくり返す等で勝ちにこだわった
→囲碁で負けた時に「これはアート作品だ」と勝ち負けではないアート化で負けることを受け止めた。 
  事例２ 虐待  小学校２年～４年 
   演じられる場面は実際に家庭や学校で体験している場面が中心で，ヒーローやファンタジーでの展
開にならない。家族場面→学校場面それぞれ１年ずつを経てごっこ遊び的な展開から最後は未来の職
場での場面が登場した（そこでプロテニス選手，看護師役が演じられた）。 
 
３．発達障害の特性とそこでの「思い」（「こだわり」も日常を受け止める試行錯誤では・・・）
  発達障害の特性として「こだわり」「常同行動」等がある。単に発達障害の行動特性として
ではなくそこに「思い」が伴っているのではないか。プレイセラピーでの遊びによる試行錯誤
の中に「思い」を受け止める過程がみられる。 
  事例３ 自閉症スペクトラム障害 ４歳  
   砂を少しずつ落とす→車や家のミニチュアの上に落とす→砂に小さな船のミニチュアを埋めては出
すことを繰り返す→ミニチュアを埋めて他の遊びに移る→ミニチュアを埋めてプレイルームをでる
と常同行動が変わっていった（毎回牧さんと離れるさみしさを受け止めようとしている・・・・とか）。 
７　牧　　裕夫
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２０１３／１０／２ 
山﨑 由美子 
研究テーマについて 
（１）「幼稚園・保育園における歌唱教材の変遷と展望」 
 
現代の子ども達が歌う歌は、伝統的に歌い継がれてきた「わらべ歌」、明治維新以降導入
された「外国の子どもの歌」、明治以降作られた「唱歌」、大正・昭和にかけて作られた「童
謡」、そして現代のマスコミの影響を強く受けた「子どもの歌」等、多くの種類が存在し、
家庭や幼稚園、保育所、地域社会などで歌い継がれている。以下の歌集について、音楽的項
目（調、拍子、音域、リズム、小節数、記譜法、歌詞等）を分析、比較・検討し、時代と共
に創り出され、変遷している子どもの歌の在り方と未来への展望を考察する。 
 
明治 11 年「保育唱歌」 明治 14 年「小学校唱歌」 明治 20 年「幼稚園小学校唱歌」 
明治 34 年「幼稚園唱歌」 明治 43 年「尋常小学校読本唱歌」 
明治 44 年～大正 3 年「尋常小学校（第 1 学年用～第 6 学年用）」  
大正～昭和 「童謡」  終戦後～現代「子どもの歌」 
 
○子どもの歌の分析、教材化、子どもとの関わりを通して、子どもの歌の詞、音楽性に
関すること、子どもの歌におけるピアノの役割、子どもの歌の指導法等について、研
究を継続していきたい。 
 
（２）「作短幼教ピアノの育ち～音楽Ⅲ、Ⅳについて～」 
 
○概要、クラス編成、グレード（ノルマ）、テスト成績、今後の課題 
○ピアノグレードの変遷 
 右近先生方式～山﨑方式への変換 
 （幼稚園教育要領、保育所保育指針、保育士国家試験の改訂を通して） 
○就学前指導（ピアノ）の結果 
○「音楽についてのアンケート」集計結果 
○幼稚園実習、保育園実習アンケート」集計結果 
○栃木県の幼稚園、保育園で歌われている「子どもの歌」のアンケート調査 
○集計結果等を参考に、今後ピアノグレード曲の入替え、追加等を随時していきたいと
考えている。 
８　山﨑由美子
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花田千絵 
「跳」2013 年 木                  「アンテナ」2013 年 木 
「足音」2012 年 木 
「足音」2013 年 木 
９　花田　千絵
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□研究の目的
現在の保育の現場において行われている音楽活動の現状を把握し、保育士・幼稚園教諭養成に
必要な音楽的トレーニングの内容と方法を検討する。
□研究の対象
実習先を中心とする栃木県内の幼稚園・保育園・認定こども園
□研究内容
以下の項目につき対象の園にアンケートを実施する。
1)曲目（月齢ごと）
2)音楽活動に充てる時間
　毎日何曲程度歌を歌っているか。また、1日のうち、或いは1週間のうち何回程度楽器に触れて
　いるか。
3)音楽活動の内容
　歌唱のみ、簡単な合奏、担任による簡単なリトミック、外部講師を招いて週1回程度のリトミック
　鼓笛の実践の有無、和太鼓当の特殊楽器の演奏等
4)担任の音楽活動への関わり方
　クラスの音楽活動において、担任が必ず弾き歌いやピアノ伴奏を行っているか。また、イベント
　等に関する音楽指導は誰が行っているか。
これらの調査結果を基に、音楽の授業において以下の対策を行う。
1)幼稚園・保育園共通で回答数の多い曲目を以下の3つに分類し、①から優先的にグレードに
　取り入れる。
　①日常的に教室で歌う、弾き歌いを必要とする曲目。
　②イベント等で歌う、ピアノ伴奏のみを必要とする曲目。
　③TVやアニメ映画などの影響で一時的に人気の高まっている曲目。
2)幼稚園と保育園、また公立園と私立園における音楽活動内容の傾向の違いを詳らかにし、
　それぞれの特色を踏まえた上で、就職に向けての準備を学生に示唆する。
幼稚園・保育園における音楽活動
作新学院大学女子短期大学部幼児教育科
長澤　順
10　長澤　　順
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2013/05/29 FDSD 勉強会  発表者：設楽紗英子 
 
研究テーマ    やりたいことのために環境を整える。整えられるよう自らを律する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
▶これまでに取り組んだ研究（学会発表したもの）◀ 
2009 年 大学生の仕事に関する価値観，就業自己イメージと両親のワーク・エンゲイジメントのイメージの関連
2010 年 青年における親のワーク・エンゲイジメントと親子関係，「働く」イメージの関連 
2012 年 博論：ワーク・エンゲイジメントの規定因と後続事象煮関する研究 ―個人的要因と組織的要因か
らの検討― 
自己への関心と大学における学習への動機づけが保育者養成に持つ役割 
保育系学生における大学コミットメント，キャリア探索行動，内省傾向の関連 
保育系学生における自己探索と大学コミットメント ―進路決定の累計による違いに着目して― 
2013 年 大学進学から次の進路選択へ ——保育者養成系 1 年生を対象にした検討― 
大学生活における振り返りと進路適応 
実施中 大学生のキャリア発達 ―就職活動と就業の接続を考える― 
組織の影響
個人内の心理的なバランス
組織の一員自分らしさ
職務関与
組織コミットメント職務満足感
ワーカホリック
ワーク･
エンゲイジメント
ワーク・エンゲイジメントの先行要因と結果事象
職業ストレスモデル： the JD-R model
(the Job Demands-Resources model, Schaufeli & Bakker, 2004)
エネルギーが疲弊するプロセス
動機づけが促進されるプロセス
仕事要求
仕事資源
バーンアウト
ワーク・
エンゲイジメント
ネガティブ
な結果
ポジティブ
な結果
－
－
＋ ＋
＋＋
ストレッサー
動機づけを
高める
(Hackman & Oldham, 1976)
快適な仕事ライフ 
職業探索 
自己探索
職業と自己のすり合せ 
職業興味
＝理想と現実の自己を一致
させていく 
第
Ⅲ
部
第
Ⅱ
部
Big Five
愛着
組織風土
研究1
研究2
研究3
個人特性
組織特性
第Ⅱ部 規定因
ワーク・
エンゲイジメント
仕事価値観
キャリア志向
組織コミットメント
自己観とスキル，能力
研究4
研究5
研究6
研究7
仕事・組織への関わり
人への関わり
第Ⅲ部 後続事象
ワーク・エンゲイジメントの機能について，
えられた知見をまとめる。
ワーク・エンゲイジメントを規
定する個人及び組織の特性
を検討する。
ワーク・エンゲイジメントと，仕事に取り
組む方向性，および職場における対人
関係の形成の関連について検討する。
第Ⅳ部
対人ストレス 研究8
Work engagement
「仕事に向けられたポジティブで充足した持続的か
つ全般的な感情と認知 」（Schaufeli et al., 2001）
① 活力（Vigor） … エネルギー，粘り強さ
② 熱心さ（Dedication） … 意義，プライド，挑戦
③ 没頭（Absorption） … 仕事に夢中
→→→ 2012 年頃から 
ワーク・エンゲイジメントと自己の成長
職業と自己の力の発揮を考える
仕事と人との関わりを考える 
キャリアと結
びつけて WE
を考えたい 
2012 年頃まで 
ワーク・エンゲイジメントと対人関係
11　設楽紗英子
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現在取り組んでいる研究に関する報告 
 
報告者 三ッ石 行宏 
 
【研究テーマ】 福祉教育に関する歴史的研究 
 
1. 福祉教育とは何か  
 
「一般国民の福祉に対する理解を向上させる」（岡村 1976 : 18）ことを目的とする教育 
 
⇒ しかし、現在における福祉教育は、高齢者福祉、障害者福祉、子ども家庭福祉、医療
福祉、女性福祉など社会福祉全般について学ぶものとは考えられていない。 
 
2. 現在の福祉教育の特徴  
  
阪野（1998）や湯浅（2004）の研究から、特徴は次のように 3 点にまとめられる。 
 
 ①取り扱われる社会福祉問題が高齢者や障害者に関するものに偏っている点 
 （子どもの貧困や子ども虐待、ドメスティックバイオレンスなど子どもや女性に関わる
問題が取り上げられることは稀である。） 
②道徳主義・精神主義的な点 
 （福祉教育の目標は「高齢者や障害者に対して思いやりや優しさをもつこと」に設定さ
れる場合が多く、「高齢者や障害者が抱える社会福祉問題の解決」というレベルの目標が
設定されることは少ない現状である。） 
③奉仕活動やボランティアと密接に結びついている点 
  
3. 福祉教育の歴史的研究の必要性 
   
 なぜ上記のような 3 つの特徴を持つに至ったのかを解明する歴史的研究は見あたらない
（管見の限り）。 
 
⇒ その解明を目指して、報告者である私は福祉教育の歴史的研究に取り組んでいる。 
 
 
【文献】 
岡村重夫（1976）「福祉教育の目的」伊藤隆二ほか編『福祉の教育』柏樹社 
阪野貢（1998）「福祉教育とは」村上尚三郎ほか編『福祉教育論——「共に生きる力」を
育む教育実践の創造,』北大路書房 
湯浅恭正（2004）「福祉・ボランティアをめぐる政治」子安潤ほか編『学校と教室のポリ
ティクス』フォーラム・A 
12　三ツ石行宏
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FDSD 勉強会（2013/05/29）                       報告者：畠山 大 
 
研究経過報告 
 
1．専門分野 
  教育学；教育哲学（教育問題に対する哲学的アプローチ） 
 
  教育哲学    ① 思想（史）研究 （例：ジョン・デューイの教育思想研究） 
          ② 原理研究    （例：学校教育の公共性とは何か） 
 
2．研究経過 
〈「教える」という言葉の意味＝概念の研究〉 
（１）英米教育哲学における teaching 概念の哲学的分析 
   1960 年代以後に盛んに議論された、教育学の基礎的概念の明確化というプロジェクト 
    ← 教育学の学際化に伴う基礎理論の曖昧化 
   ※ その典型的事例として、teaching 概念を対象に取り上げて研究を行ってきた。 
 
（２）実践記録を基にした「教える」という概念の再考察 
   これまでの教師たちが自らの「教える」という行いをどのように認識して、日々の実践を 
行っていたのか。 
   ⇒「「教える」とは何か？」を実践の中で問い続けた、大村はま（1906 年～2005 年）の記 
録を基に分析を行う。 
 
 〈「教育」と「言語」の関係性の研究〉 
（３）教師養成・保育者養成における「言語力」育成の方法学的研究 
   教育と言語は、歴史的に見ても極めて強い依存関係にある。 
   ⇒ 教師・保育者はどのような実践を構想するにしても、何らかの形で言語に依存せざるを 
えない。それを下支えする「ことば」を養成段階でどのように育成するか。 
 
（４）「ことば教育」のモデル構築 
   国語教育や日本語教育、外国語教育等の言語教育を、国内外の事例を分析することで再吟 
味することを目指す。 
   ⇒ 現在、着手しているのが、「継承語教育」と「国語教育」の比較研究（プロジェクト） 
 
 〈「幼児教育・保育」と「学校教育」の連続性・関係性の研究〉 
 （５）幼・保と小学校をつなぐ接続期カリキュラムの開発研究 
   那須町学校教育課の依頼で着手。国内外の接続期カリキュラム（スタート・カリキュラム） 
の構造分析を行っている。 
13　畠山　　大
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　リレー発表は、以上のような内容である。この幼児教育科専任教員13名の教育研究に関
する発表内容は、幼児教育科として提供できる教育プログラムの基礎と位置付ける事がで
きる。これをもとに、FDSD委員会では、将来幼児教育科の教養教育プログラムの構想を
練る作業に入った。
（３）作短の教養教育の現状と課題
①作短の教養教育の現状
　幼児教育科の教養科目は、以下の表に示す通りである。教養科目では、必修科目６単位、
選択必修８単位以上を修得する事が必要である。
　加えて、以下の条件が「備考」として加えられている。Ａ群では２単位以上選択必修。
Ｂ群では「ライフデザイン」「情報処理Ⅰ」「情報処理Ⅱ」４単位必修。Ｃ群「体育講義」
「体育実技」２単位必修。幼稚園教諭２種免許状を取得するためには、「日本国憲法」が必
修。更にＢ群「心理学」は、社会福祉主事任用資格の要件科目となっている。
　それでは、実際に学生はどのように教養科目を履修するのか。１年生EFクラスの履修
モデル表を示せば、次に示す表のようになる（※　●印が教養科目）。つまり学生たちは、
過密時間割の中で専門科目履修の間を縫うように教養科目の履修を行っているのが実情で
ある。
授業科目 授業方法
単位数
履修年次
必修 選択必修 選択
Ａ
群
英語Ⅰ 演習 １ １～２
英語Ⅱ 演習 １ １～２
Ｂ
群
心理学 講義 ２ １～２
美術史 講義 ２ １～２
デザイン論 講義 ２ １～２
日本国憲法 講義 ２ １～２
くらしと生物学 講義 ２ １～２
環境教育 講義 ２ １～２
ライフデザイン 講義 ２ １～２
文章表現 演習 １ ２
情報処理Ⅰ 演習 １ １～２
情報処理Ⅱ 演習 １ １～２
Ｃ
群
体育講義 講義 １ ２
体育実技 実技 １ ２
必要単位数 ８単位以上
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１年生ＥＦクラス時間割
　このような状況下においては、単に教養科目の開講科目数を増やしたり、教養科目の必
要単位数を引き上げるといった改善の方法は難しいようである。まず教養科目が、どのよ
うな到達目標を持つべきかを考える必要があるのではないだろうか。またそれを、時間割
上の限られた開講可能時間の中で実現させて行かなければならないのである。
②教養教育の課題
　まず、教養科目のＡ群・Ｂ群・Ｃ群についてのそれぞれの課題について示せば、以下の
通りである。
1Ａ群（英語Ⅰ・英語Ⅱ）
Ａ群においては、２単位必修が義務付けられているが、科目の配置上英語Ⅰ・英語Ⅱを
履修する以外に選択肢は無く、事実上は必修という事になる。幼稚園での英語学習も浸
透している中で、英語を学習する事は重要である。ただ、英語の学習が１年次で終了し
てしまう事については、今後点検・改善の余地があるといえる。
2Ｂ群（心理学・美術史・デザイン論・日本国憲法・くらしと生物学・環境教育・ライフ
デザイン・文章表現・情報処理Ⅰ・情報処理Ⅱ）
規定により、学生に幼稚園教諭２種免許状の取得を原則としているため、「日本国憲法」
は事実上の必修であるが、それ以外の教科に関しては、点検・改善・工夫の余地がある
だろう。特にこのＢ群で学ぶ内容を可能な限り広くする事が、作短の教養教育の充実に
つながると考えられる。
月 火 水 木 金
１
前期 ●環境教育●デザイン論 ●情報処理Ⅰ 言葉（指導法） ●日本国憲法
後期 図画工作Ⅱ ●環境教育●美術史 ●情報処理Ⅱ 体育Ⅱ 保育原理
２
前期 教育原理 児童文化Ⅰ 体育Ⅰ 環境（指導法） 社会福祉
後期 ●ライフデザイン 相談援助 音楽Ⅱ ●くらしと生物学 児童家庭福祉
３
前期 図画工作Ⅰ 健康（指導法） 人間関係（指導法） 保育内容総論 教育実習指導
後期 保育実習指導（保育所） 教育方法論 児童文化Ⅱ 生活 音楽Ⅲ
４
前期 発達心理学 音楽Ⅰ ●英語Ⅰ 音楽Ⅲ
後期 保育実習指導Ⅰ ●英語Ⅱ ●心理学
５
前期 表現（指導法）
後期 就職講座実習説明会
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3Ｃ群（体育講義・体育実技）
体育講義と体育実技は、共に必修である。したがって、教科の増減は考える必要がない。
現状維持の形を採り、授業内容についての点検・改善を重ねて行く事がベストであろう。
　つまり、教養教育の改善の中心はＡ群とＢ群という事になるのである。
③作短における教養教育のあるべき方向性
　以上の事を踏まえて、作短における教養教育のあるべき方向性（つまり教科構成や改善
の方向性）を以下の□イ ～□ハ のような考え方をする必要があるのではないだろうか。
□イ 	 教養科目全般については、まず学生自身が在学中及び卒業後にわたって、社会人と
しての生活を支える知識や考え方を身に付けられる教科構成をめざす。
□ロ 	 Ａ群においては、英語教育の充実を図る必要がある。ただし、作短の学生が苦手意
識を持たずに学べ、かつ幼稚園等の現場でも役立つ英語の学習方法を考える。
□ハ 	 Ｂ群においては、学生に身に付けさせたい知識を具体的に選択した上で、開講科目
の見直しを行う。専任教員の専門性等を生し、オムニバス形式の授業の可能性も探る。
　今後、FDSD委員会では、作短の教養教育の更なる充実を目指して、真摯に取り組んで
行きたいと考えている。
４　おわりに
①高等教育学的発想の醸成
　教養科目の改革は、一朝一夕に完成するものでは無い。しかも、限られたスタッフと財
源の中で改革を行わねばならない。この事は、全国の大学・短大でも同様であろう。
　昨今、大学・短大は「ブランド戦略」や「運営戦略」など、「戦略」を意識するようになっ
た。本稿に置いて扱った教養教育においても「戦略」が必要である。しかし、それは単純
な組織運営や費用対効果から導き出される答えをカリキュラムにあてはめるものでは無い。
大学や短大である以上、そこには学問的な発想や裏付けが必要である。
　大学や短大の授業は、高度な専門性を持つ教員による知識の伝授を重視して来た。また
授業における教授法や教材研究、あるいは教育心理学からのアプローチは存在した。しか
し全入時代（ユニバーサル化時代）を迎えた日本の大学・短大には、教育学を基礎とした
広義の「高等教育学」と呼べる学問体系を学部・学科において意識し、必要に応じて新た
な研究分野を開拓して行く必要があるのではないだろうか。
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注記
（注１）　アドミッションポリシー
幼児教育科は、以下のような人材を求めている。
１．建学の精神である「作新民」に共感して、自ら成長する意欲のある人
２．教育理念である「自学・自習、自主・自律」に共感して、習礼的に学ぶ意欲のある人
３．幼児教育者としての資質を身につけ、社会に貢献したいと考えている人
（注２）　これからの教養教育
平成25年６月14日に閣議決定された「第２期教育振興基本計画」では、「我が国を取り巻く
危機的状況」を示した上で、「今後の社会の方向性」として「自立」「協働」「創造」の３つ
の理念の実現に向けた生涯学習社会を構築する必要が説かれている。しかし、ここで説か
れるような「生涯学習」には、学習の基盤となる「教養」が不可欠である。高等教育（あ
るいは中等教育がこれを担う可能性もあるが。）における教養教育の重要性は、今後より多
くの関心を集めて行くだろう。
（注３）　
赤羽薫教授は10月２日に「幼児造形指導における画材研究」という題目で発表を行った。
水彩絵具の主な成分や幼児指導の留意点、水彩絵具の楽しみ方などが発表の内容であった。
なお発表資料がA4版14ページのため、本稿においては、紙数に限りがあり、割愛した。
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